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•  レーザーや LED を用いて癌、齲蝕など様々な疾患の診断・治療を
安全かつ高精度に行うための機器や手法の開発を行っています。

• 分子レベルでの診断・治療メカニズムの研究、効果を正確に予測
するための計算機シミュレーションの開発なども行っています。

• レーザーで様々な分子をイオン化し、質量分析を行うことでタン
パク質や薬物など医療でも重要な分子を分析する手法の開発も
行っています。

• 様々な分子の分布を細胞レベルの大きさまで観察可能な高解像
度質量分析イメージング技術の開発も行っています。
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医療・ヘルスケア分野、創薬関連

生体組織光学に基づいた
高精度診断・治療技術の開発

間 久直 HAZAMA Hisanao
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＃光医療 ＃癌 ＃齲蝕（虫歯） ＃質量分析 ＃分子イメージング
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•  材料工学と生物科学の融合による新たなバイオマテリアル研究に取り
組んでいます。

• 生体骨が微細構造に基づいて機能を発揮する仕組みを解明するととも
に、材料設計を通じて細胞や組織の応答を制御し、生体の特性を最大
限に引き出す医療デバイスの創製・開発を行っています。

• 材料工学的アプローチによる細胞機能の制御は、従来の医学研究の枠
組みを超え、遺伝子やタンパク質の新たな機能の発見を可能にしつつ
あります。これにより、学際的な新しい研究領域の開拓が進んでいます。

• 本研究は、がんや感染症といった重篤な疾患に対する革新的医療の実現
につながるものとして、基礎・臨床の両面から大きな注目を集めています。

材料工学・生物科学の
融合による
新しいバイオマテリアル研究

コラーゲン

アパタイト

骨機能化

新規治療薬

インプラント

医療デバイス開発

細胞・再生医療

次世代医療革新

骨芽細胞

骨細胞

破骨細胞
配向化ミニ臓器

骨再生医療、創薬、ドラッグデリバリーシステム、骨医療デバイス

生物学的仕組みに根差した
バイオマテリアルによる骨機能制御
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